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基礎教育の学習を全て終えている 4 年生であること
から，臨床実習において地域で働く保健師の業務を
理解し保健師の活動の実際に触れたことから保健師
の魅力を感じることができた．よって，将来，保健
師として働きたいと考えた学生が増えたと考えられ
る．

２．保健師受験資格の取得方法の認識
　保健師基礎教育機関に様々な教育機関があること
について肯定的な考えを持っている者が 9 割以上を
占めた．先行研究では，選択制の学生は 4 割以上の
者が不公平と思うと回答し，全員保健師受験資格を
得ることができる学生は，2 割弱が不公平と思うと回
答していた 4）。A 大学では今回の対象の 1 学年下の
学年となる平成 24 年度から保健師選択制が導入され
た．よって，A 大学においても選択制の学生の調査
を行い，今回の調査結果と比較することが必要である．

３．保健師基礎教育に必要な学習についての認識
　保健師基礎教育に必要な学習について，保健師課
程のみが学習することが望ましい講義項目は，プリ
シード・プロシードモデルと回答した者が最も多く，
次いで保健信念モデルであった．プリシード・プロ
シードモデルは，生活の質の向上や改善を目的にヘ
ルスプロモーションや保健プログラムの実践のため
の企画，評価モデルである．また，保健信念モデルは，
予防的健康行動の理論の 1 つであり，双方の項目と
もに，保健師が地域において保健活動を行う際に必
要不可欠な知識である．今回の調査は，全員が保健
師受験資格のある学生であるため一概には言えない
が，保健センターなどの保健師の実習を通し，保健
師にとって必要な知識が何かを理解できたと評価す
ることができる．
　看護師課程と保健師課程が共通して学習すること
が望ましいと考える講義項目では，離乳食が最も多
く，次いで予防接種，乳幼児計測が上位を占め，演
習項目でも乳幼児計測と回答した者が最も多かった．
大学における看護系人材養成の在り方に関する検討
会による『学士課程においてコアとなる看護実践能
力と卒業時到達目標』をみても，離乳食や予防接種，
乳幼児計測は新生児・乳幼児と家族への看護援助方
法として学習する項目である．また，今回の対象者
は看護師基礎教育課程における臨地実習も全て終了
していることから，小児看護学や母性看護学の実習

等で経験した結果，保健師課程だけでなく看護師
課程においても大切な学習項目であるという認識と
なったと考える．
　看護師資格のみを取得する学生が公衆衛生看護を
学ぶ必要性について，7 割以上が看護師資格のみの取
得であっても公衆衛生看護を学ぶ必要性があると回
答していた．つまり，看護職として公衆衛生看護学
を学ぶ意義が大きいと考えていることがわかった．

４．今後の保健師基礎教育の課題
　今回の対象は，全員が保健師受験資格を得ること
ができるため，在学中の 4 年間で保健師への就職等
を考えることができた．調査結果でも，4 年生の段階
で保健師になりたいものが 2 割と入学時に比べ増加
していた．しかし，A 大学の保健師課程への選抜試
験は 2 年生後期で実施される．綾部らによると，学
生は保健師教育課程の入口で最も基本的な保健師や
保健師活動のイメージづくりが難しいと述べている 5）．
よって，選択制の学生は，保健師の活動について十
分な知識が得られていない状況で保健師受験資格の
選択を行う必要がある．そのため，今後の保健師基
礎教育では，1 年生からの早い段階で保健師活動につ
いて理解してもらえるよう教授方法を検討する必要
がある．
　また，看護師課程と保健師課程の双方が共通して
学習することが望ましい項目は，小児看護学や母性
看護学で学習する項目であった．保健師基礎教育で
は，母子保健から高齢者保健まで生涯を通じた健康
づくりに対応できる知識や技術が必要である．その
ためには，看護師基礎教育における学習内容との重
複部分や，同じ学習項目であっても視点の違いを明
らかにし，公衆衛生看護学以外の看護学領域と連携
して，学習内容や今後のカリキュラムの構築をして
いくことが課題として示唆された．

Ⅶ．研究の限界と意義

　今回の調査における対象が一施設であったことか
ら，結果は一般化できるものではない．しかし，統
合カリキュラムによる保健師教育課程を全て履修し
ている学生における，保健師受験資格や保健師基礎
教育に関連した学習についての認識を把握すること
ができたことは，今後の保健師基礎教育を検討する
ための基礎調査としては意義があるといえる．
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Ⅷ．結論

　本研究は，A 大学において全学生が保健師受験資
格を得ることができた統合カリキュラムの学生を対
象として，保健師受験資格や保健師基礎教育に関連
した学習についての認識を明らかにし，今後の保健
師基礎教育への示唆を得ることを目的とした．その
結果，以下のことが明らかになった．
　1．地域での臨地実習において保健師活動の実際に
触れたことから，保健師の業務を理解し，保健師に
魅力を感じることができた。よって，保健師受験資
格を取得したい学生が増加したことが考えられた．
　2．保健師課程のみが学習することが望ましい講義
項目には，保健師が地域において保健活動を行う際
に必要不可欠な知識である項目が上位を占めた。こ
のことから，地域での臨床実習を通して，保健師に
とって必要な知識が何かを理解したと評価すること
ができた．
　3．7 割以上が看護師資格のみの取得であっても公
衆衛生看護を学ぶ必要性があると回答した．このと
から，看護職として公衆衛生看護学を学ぶ意義は大
きいと考えていることがわかった．
　4．今後の保健師基礎教育の課題として，1 年生か
らの早い段階で保健師活動について理解してもらえ
るよう教授方法を検討する必要がある．また，公衆
衛生看護学以外の看護学領域と連携して，学習内容
や今後のカリキュラムの構築することが必要である
と示唆された．
　5．今後，選択制の学生の調査を行い，今回の調査
結果と比較することが必要である．
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１．目的
　東都医療大学ヒューマンケア学部看護学科は、看
護学科の研究および活動の成果を発表するために「東
都医療大学紀要」を刊行する。その内容は、ヒュー
マンケアの向上および発展に寄与するものである。
なお、他誌に発表されていないものに限る。

２．投稿資格
1）本学の専任教員、または本学の非常勤講師で専

任校をもたない者を原則とする。ただし、研究・
紀要委員会が認める場合はこの限りではない。

2）共同研究者は、他機関所属の者でも共同で執筆
することができる。

３．著作権
　著作権は東都医療大学に帰属する。研究・紀要委
員会から提示する著作権譲渡同意書に著者全員が自
筆署名し、原稿と共に提出する。

４．論文の種類
ａ．総　　説： 10 枚以内（12,000 字以内）
ｂ．原　　著： 15 枚以内（18,000 字以内）
ｃ．研究報告： 12 枚以内（14,400 字以内）
ｄ．実践報告： 12 枚以内（14,400 字以内）
ｅ．資　　料： 10 枚以内（12,000 字以内）

　論文の種類の内容は以下のとおりである。

【総　　説】 特定のテーマについて知見を多角的
に概観または文献を展望し、総合的
に概説したもの。

【原　　著】 研究論文のうち、独創性が高く、新
しい知見が論理的に示され、研究論
文として形式が整っているもの。

【研究報告】 研究論文のうち、内容・論文形式に
おいて原著論文にはおよばないが、
研究としての意義があり、発表の価
値が認められるもの。

東都医療大学紀要投稿要領

東都医療大学　研究・紀要委員会

【実践報告】 実践内容を報告することにより、ヒュー
マンケアの向上や発展に寄与し、発
表価値が認められるもの。

【資　　料】 有用な調査データや文献を用いるな
ど、ヒューマンケアの向上や発展に
貢献できるもの。

５．原稿執筆の要領
1）原稿は和文を原則とする。Ａ 4 判 1,200 字詰め

の横書き（ワープロは 40 字× 30 行）とし、当
用漢字、新かなづかいを用いる。句読点は , . を
用いること。
上下左右の余白は、上端 30mm・下端 20mm・
左端 22mm・右端 22mm とする。

2）論文の記述は、以下の順序とする。
原稿の構成は、はじめに、方法、結果、考察、
文献とする。
原著には和文要旨（400 字以内）及び英文要旨

（200 Word 以内）をつけ、総説・研究報告・実
践報告には和文要旨（400 字以内）をつける。

3）図表は、原稿末尾に添付し、図 1、表 1、写真 1
などと番号をつけ、原稿の右側の欄外に挿入位
置を明示する。

4）測定単位は metric unit を用い、数字は算用数字
を用いる。

5）文献は、論文に直接関係あるものにとどめ、引
用順に並べ、本文中には引用部位の右肩に文献
番号 1）2）…を付ける。著者名は 5 名までを明記し、
それ以上は「…ら」あるいは「…et al.」とする。
雑誌名の略称を使用する場合は、日本医学雑誌
略名表、Index Medicus に従う。

（雑　誌）著者名：表題．雑誌名．巻：頁 - 頁，発行年（西暦）
（単行本）著者名：表題．編者名．書名．発行地：発行
社名；頁 - 頁，発行年（西暦）

６．倫理的配慮
　人および動物が対象である研究は、倫理的に配慮
されている内容を本文中に必ず明記する。
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７．投稿手続き
1） 投稿原稿（本文および表など）を 3 部、投稿用

表紙を 3 部、投稿原稿チェックリストを 1 部、
紀要投稿申込書を添えて、研究・紀要委員会に
提出する。本文には著者名、所属機関は記載し
ない。

2） 投稿用表紙には、①表題、②所属、③共著者
を含む著者名（以上は英文で併記し、姓名は
Masuyo MAEDA のように記述）、④希望する
論文の種類、⑤和文キーワード・欧文キーワー
ド各 5 語以内、⑥連絡者氏名及び連絡先（メー
ルアドレス、電話番号など）を記入する。

８．原稿の受付及び採否
1） 原稿の受け付け締め切りは毎年原則 10 月末とし、

原稿が到着し内容が確認された日を受付日とし
て、本誌に掲載する。

2） 原稿の採否および種類の決定は、査読を経て研究・
紀要委員会が決定する。査読者は研究・紀要委
員会が依頼する。

3） 受付および採否については、投稿者に電子メール
で通知する。投稿原稿は返却しない。

4） 研究・紀要委員会は、投稿原稿の加筆・修正を求
めることがある。著者は査読結果に基づき、原
稿を修正し、修正箇所の内容等について記載し
た回答文書と共に、指定された期日までに再提
出すること。原則として、期限は 4 週間以内と
する。

5） 最終原稿の提出時は、本文・図・表および写真
を保存した電子メディア（CD-ROM あるいは
USB メモリ）を添付し、氏名とファイル名を記
載する。

９．著者校正および編集
1） 査読を経て採択された原稿の著者校正は、原則

として 1 回とする。校正の際の加筆は認めない。
さらに、論文に掲載する責任著者の連絡先を指
定する。

2） 編集は、研究・紀要委員会が行う。

2009 年 10 月 22 日　　制　　定
2010 年 11 月 22 日　　一部改正
2013 年 ２ 月 15 日　　一部改正
2014 年 ２ 月 25 日　　一部改正
2014 年 10 月 20 日　　一部改正
2015 年 ３ 月 25 日　　一部改正
2015 年 ６ 月 12 日　　一部改正



編集後記

　50 数年ぶりの暖冬となりそうな今年の冬，1 月の中旬には公園の紅梅がほころび，秩父
の山々の雪化粧も心なしか少し寂しそうな様相です．今年度は，世界に目をむけてみれば
テロ事件や紛争が相次ぎました．日本においては 2020 年のオリンピック開催に向け準備
が進められているところです．夢を追い続けることが躊躇するような社会情勢ですが，そ
れでも，スポーツ界の若者の活躍はめざましく希望と勇気を与えてくれます．
　東都医療大学は開学から 8 年が経過し，紀要は第 6 巻を 3 月に発行することができ，委
員一同安堵しているところです．今年度は総説 1 題，原著 1，研究報告 2，実践報告 4，
資料 1 の計 9 題を掲載するに至りました．学生の教育はさることながら，研究に多大な時
間を費やしご協力いただいた教員の皆様に深く感謝いたします．また，学部生も含め，今
後，さらに研究活動に力を注ぎ看護界を牽引できる人材を育成したいと考えております．
　東都医療大学が，ますます発展することを願い編集後記とさせていただきます．

2016 年 1 月吉日
研究・紀要委員会  委員長

吉田　幸子
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